
平成２２年３月

名古屋大学附属図書館

１　教育に関する目標
（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標
Ｍ１ 教養・学部専門・大学院教育の教育実践等と密接に
連携した図書館サービスをより具体化し、その充実を図
る。

Ｋ１－１ グローバル30及び留学生教育の教育内容等と連携した基本図書の整
備を行う。
Ｋ１－２ 英語によるパスファインダーやガイドシートを整備し、教養・学部
専門・大学院教育と連携した情報リテラシー教育等による留学生の学習支援を
充実させる。

（２）教育の実施体制等に関する目標
Ｍ２ 国内外の図書館による教育支援の実際を継続的に調
査し、教養教育院、高等教育研究センター、学務部等の
教育実施関連組織と緊密に連携した図書館サービスの充
実を図る。

Ｋ２－１ 図書館の教育資源提供センターとしての機能を強化し、講義関連教
育資源の提供、学生の独自調査支援の質を高める。
Ｋ２－２ ラーニング・コモンズを整備し、教養教育担当教員との連携によ
り、学生のさまざまな学習形態に対応した場と人的支援を充実させる。
Ｋ２－３ 中央館と各部局図書館とが連携・分担し、教養・学部専門・大学院
教育と連携した情報リテラシー教育を充実させる。
Ｋ２－４ 教養・学部専門教育担当教員と協働してカリキュラムに対応するパ
スファインダーの作成を進める。

（３）学生の支援に関する目標
Ｍ３ 自律的な学習を支援する利用環境及び図書館サービ
スの充実を図る。

Ｋ３－１ 教養教育院、高等教育研究センター、学務部等関係機関との協力の
もとに、ラーニングコモンズにおける人的サポート体制を構築し、また、情報
リテラシー教育の充実により、学生の自律的な学習の支援に資する。
Ｋ３－２ 教養・学部専門・大学院教育（留学生教育を含む）の教育内容等と
連携した図書館資料の整備を行い、利用状況を関係教員へフィードバックす
る。

Ｋ４－１ 教養・学部専門・大学院教育（留学生教育を含む）と連動した図書
館資料や情報の活用のための講習会等を充実させる。
Ｋ４－２ ラーニング・コモンズに総合サポートカウンターを設置し、ピアサ
ポート、学習・IT相談、論文指導など学生へのサポートを充実させる。
Ｋ４－３ 中央図書館、分館、部局図書室が相互に連携し、学生用図書の整備
を行う。
Ｋ４－４ 教員と連携し、蔵書整備アドバイザー制度を発展させ、学生のニー
ズに合った資料提供ができるよう、選書体制を強化する。また、利用状況を
フィードバックするシステムを検討する。
Ｋ４－５ グローバル30に対応した英語版の作成を含め、パスファインダーの
一層の推進を図る。

２　研究に関する目標
（１）研究水準、成果及び実施体制等に関する目標
Ｍ４ 国際水準の研究及び研究成果の発信を支援する。 Ｋ５－１ 全学的な経費負担モデルの確立による電子ジャーナル及びデータ

ベースの持続的かつ効果的な整備を進める。
Ｋ５－２ コレクション等の研究用基本図書の整備（水田洋名誉教授コレク
ションの取得）を進める。
Ｋ５－３ 高木家文書の整理の推進、重要文化財指定を受けるための準備を進
める。
Ｋ５－４ 電子的資料（電子ジャーナル、電子ブック、貴重書の電子化資料
等）の目録データの整備を図る。
Ｋ５－５ 準貴重書・コレクション資料の総合目録データベースへの登録、新
規受入図書（寄贈・学内発見資料）の目録公開・デジタル化、過去の博士論
文・科学研究費報告書・紀要の電子化を行う。
Ｋ５－６ 本学が所蔵する紙資料・電子的資料（電子ジャーナル、電子ブッ
ク）の目録所在情報、古典籍内容記述的データベース等のデータベース（伊藤
圭介等を含む）の書誌所蔵情報が一元的かつシームレスに検索できるシステム
を整備する。
Ｋ５－７ キャンパス内文献複写の電子的デリバリー、他大学等との図書館間
相互利用での電子的デリバリーによる迅速な文献提供を図る。

中期目標(Objectives) 中期計画（Plan）

附属図書館の中期目標・中期計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　附属図書館のミッションとヴィジョン
ミッション：　  １ ．附属図書館は「名古屋大学学術憲章」に基づく名古屋大学の教育研究活動が必要とする学術情報の利
                用提供を担う中心機関として機能し，その活動の支援を行う。
　　　　　 ２ ．急速に進む学術情報の電子化に対応する学術情報基盤としてハイブリッド図書館化を推進すると共に，
               名古屋大学の教育研究成果の発信機関として機能し，教育研究活動の支援を行う。
　　　　　 ３ ．高度に情報化された21世紀社会と緊密な交流を持ち，文化の継承と社会への貢献の役割を果たすため，
               広く自由に開かれた学術情報の利用提供を行う。
　　　　　 ４ ．学術情報の国際的な受信・発信を推進すると共に，その利用提供の中心的機関として機能し，広く世界
               の学術活動に奉仕する。

ヴィジョン：　附属図書館は，名古屋大学の今後２０年を見渡す教育研究の長期ヴィジョンを実現するため，学術情報の利
           用提供と発信を担う強力な支援機関としての機能を果たすことを目指す。
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Ｋ６－１ 電子ジャーナル、データベース等の電子情報資源を有効活用するた
め、講習会を実施する。
Ｋ６－２ 若手研究者の研究活動が円滑に進められるように、電子ジャーナル
等、研究に必要な学術情報が全学的に利用できる体制を維持する。

Ｋ７－１ 本学の優れた学術成果である学位論文・公的助成を受けた研究成果
をリポジトリに搭載し、発信する。
Ｋ７－２紀要をオンライン発行するプラットフォームの提供を検討する。

３　その他の目標
（１）社会との連携や社会貢献に関する目標
Ｍ５ 社会、他大学等との連携を通じて、社会に貢献す
る。

Ｋ８－１ 展示会、講演会等を開催し、地域文化の振興、社会との連携を進め
る。
Ｋ８－２ 「図書館友の会」について、積極的な広報を図り会員を広く募り、
地域社会に貢献する。
Ｋ８－３ 国立大学図書館協会、東海地区大学図書館協議会、東海地区図書館
協議会の中核的な図書館として、図書館相互協力を促進する。

（２）国際化に関する目標
Ｍ６ 研究・教育における国際化に対応するとともに、図
書館業務運営の国際化を推し進める。

Ｋ９－１ 留学生受入分野を中心として、英語による基本的な図書の整備を継
続的に進める。
Ｋ９－２ 全学の留学生支援プログラムの中で、(1)資料整備・教材開発支援、
(2)リサーチ･学習支援、(3)成果報告・公表支援、(4)通訳支援を行う。

Ｋ10 国際的な図書館相互協力をすすめ、ニーズの高い諸国の文献入手が可能
な業務体制を整える。

Ｋ1１ 図書館ウェブサイトにおける多言語化を進める。
（３）学術の基盤に関する目標
Ｍ７－１ 附属図書館は、「名古屋大学学術憲章」に基づ
く名古屋大学の教育研究活動が必要とする学術情報の利
用提供を担う中心機関として機能し、その活動の支援を
行う。

Ｍ７－２ 急速に進む学術情報の電子化に対応する学術情
報基盤としてハイブリッド図書館化を推進すると共に、
名古屋大学の教育研究成果の発信機関として機能し、教
育研究活動の支援を行う。

Ｍ７－３ 高度に情報化された２１世紀社会と緊密な交流
を持ち、文化の継承と社会への貢献の役割を果たすた
め、広く自由に開かれた学術情報の利用提供を行う。

Ｍ７－４ 学術情報の国際的な受信・発信を推進すると共
に、その利用提供の中心的機関として機能し、広く世界
の学術活動に奉仕する。

Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標
１　組織運営の改善に関する目標
Ｍ８ 組織運営システムの機能強化を図る。 Ｋ14 商議員会、図書館システム検討委員会、蔵書整備委員会、電子図書館推

進委員会、業務会議などにおける既存の意思決定方法を見直す。

Ｋ15－１ 大学の学術情報基盤の向上、図書館機能の充実を図るため、本学教
員の専門的知識・能力を活用する。
Ｋ15－２ 継続的な研究・開発が必要な規模の事業については、専任教員・職
員を確保し、研究・開発の任に充てる。
Ｋ15－３ 附属図書館研究開発室の機能と活動を充実させる。

Ｋ16－１ 効率的な業務体制を構築するため，所要の業務改善や人員の再配置
及び一元組織への再編などを行う。
Ｋ16－２ 図書系専門職の計画的育成を可能とする持続可能な組織運営システ
ムを確立する。
Ｋ16－３ 学内類縁機関（博物館、大学文書資料室）との協力・連携を図る。

Ｍ９ 事務等の効率化・合理化を図る。 Ｋ17－１ 図書館職員の専門的能力の開発と、次世代図書系職員の目的的・計
画的育成を図る。
Ｋ17－２ 経験・視野を広げるため他機関と協議し、計画的な人事交流を通じ
て次世代図書系職員の組織的育成を図る。
Ｋ17－３ 効率的な図書館の業務運営やサービスを実現するため、必要な能力
開発のための研修プログラムを企画・実施する。

Ｋ18－１ 平成26（2014)年度の図書館システム更新に際して、図書業務の根本
的な見直しを行い、効率的な業務実施方式を築く。システム更新にあたって
は、情報連携統括本部との緊密な連携のもと、十分な準備・調査検討を行う。
Ｋ18－２ 利用状況等の分析による図書館サービスの実態把握に基づき、事務
等の効率化・合理化及びサービス向上の観点から、業務の点検・見直し・改善
を行う。
Ｋ18－３ 集約可能な業務を横断プロジェクト化、共同事業化する。
Ｋ18－４ 全学図書業務の抜本的な見直しを実施した上で，可能な点から順次
実行に移す。

Ⅲ　財務内容の改善に関する目標
１　外部資金、寄附金その他の自己収入に関する目標

具体の中期計画は、個別の各「中期目標」欄に記載した。

具体の中期計画は、個別の各「中期目標」欄に記載した。



Ｍ10 安定した財務基盤を維持する。 Ｋ19 外部資金（科学研究費補助金や業務受託費、助成金など）へＫ20 積極的
に応募するとともに、必要な学術資料収集やサービス実現のための資金獲得活
動を行う。

寄附金収入を獲得するための多様な取組を行う。
２　経費の抑制に関する目標
Ｍ11 経費抑制のための仕組みを見直す。 Ｋ21－１ コンソーシアム等を活用し電子ジャーナル等の購入費の抑制を図

る。
Ｋ21－２ 資料購入価格（値引き率、手数料）の引き下げによる効率的な予算
執行を行う。
Ｋ21－３ 資料調達方式や資料購入先を見直し、購入価格の引き下げを図る。

３　資産の運用管理の改善に関する目標
Ｍ12 効率的に資産を運用する。 Ｋ22－１ 図書資産の適正な管理を図るとともに、重複などの不用資産の除籍

を進める。
Ｋ22－２ 不用図書を除籍だけでなく積極的な売却を図る。
Ｋ22－３ 学内の重複資料を関係部局で調整し削減を図り、既存収納スペース
の効率的な活用を図るとともに、必要資料の継続的な保存対策を講じる（電子
化、防虫害・酸性劣化等の防止・抑制）
Ｋ22－４ 貴重図書の計画的な電子化により原本保存を図り、電子化資料の積
極的な活用を進める。
Ｋ22－５ 高度遡及入力事業を完成させ、所蔵資料の視認性を高める。
Ｋ22－６ 所蔵資料の一般市民等による利用を引き続き進めるとともに、大学
図書館間相互協力サービスの仕組みを介し、他機関への書籍・複写物の提供
サービスを拡充することにより、学内資産たる図書館資料の有効活用を図る。
Ｋ22－７ 貴重書・準貴重書の保存環境を整備する。

Ｋ23－１ 基本的なアメニティを継続して改善する（空調、省エネルギー）。
Ｋ23－２ 図書館事務スペースを見直し、利用者スペース又は全学利用スペー
スとして活用する。

Ⅳ　自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する
目標
１　自己点検・評価に関する目標
Ｍ13 自己点検・評価を適切に実施し、評価結果を改善に
活用する。

Ｋ24 定期的に、自己点検評価を行い、サービスの改善に資する。

Ｋ25-１ 利用者動態の分析を定期的に行い、図書館需要を的確に把握し、蔵書
構成やサービスの向上に生かす。
Ｋ25-２外部評価を定期的に実施する。

２　情報公開や情報発信等の推進に関する目標
Ｍ14 名古屋大学学術機関リポジトリ等により、教育・研
究活動等の発信を支援し、説明責任を果たすとともに、
オープンアクセス化推進に貢献する。

Ｋ26－１ 名古屋大学学術機関リポジトリに本学の教育研究成果を保存・蓄積
し、発信を支援する。
Ｋ26－２ 博士学位論文、公的助成による研究成果、及び学内刊行紀要のリポ
ジトリへの登録を制度化し、その他学内教育・研究活動成果の登録率を高め
る。

Ｋ27 館報、ホームページ等により、自己点検・評価、図書館活動等に関する
積極的な情報発信を進める。

Ⅴ　その他業務運営に関する重要目標
１　施設・設備の整備等に関する目標
Ｍ15「名古屋大学キャンパスマスタープラン大綱」に基
づき、環境に配慮した附属図書館整備を進める。

Ｋ28－１「附属図書館アテネウム構想」について，具体的な検討を進める。
Ｋ28－２ 蔵書の増加に対応した収容能力の拡充を実現する。
Ｋ28－３ 快適で高度な滞在型の教育学習環境を提供する。

Ｋ29 環境保全と省エネルギー設備の整備等を進める。
２　安全管理に関する目標
Ｍ16 安全な図書館づくりを進める。 Ｋ30－１ 安全性の高い図書館環境を整備し、安心できる利用環境の確保に努

める。
Ｋ30－２ 不審者、病人などに対応できるよう定期的にマニュアルを見直し訓
練を実施し、必要な設備を整える。

Ｋ31－１ 防災・災害対策のため、定期的に施設設備を点検し整備するととも
に、マニュアルの見直しを図り、利用者の避難誘導などの訓練を行う。
Ｋ31－２ 日頃から職員の防災に対する意識を高めつつ、災害対策を進める。

３　法令遵守に関する目標
Ｍ17 法令を遵守し、適正な業務の遂行に努める。 Ｋ32 システムセキュリティの啓発活動を行う。

Ｋ33 個人情報の保護に努める。


